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メ
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ン
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創
出

　
今
年
で

回
目
を
迎
え
る

「
び
わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ

セ
」
は
、

月

日
か
ら

日

ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
長

浜
市
の
県
立
長
浜
ド
ー
ム
で
開

催
い
た
し
ま
す
。
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
す
皆
さ
ま
に
は
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
メ
ッ
セ
は
、
「
環
境
と
経

済
の
両
立
」
を
基
本
理
念
に
持

続
可
能
な
経
済
社
会
を
目
指

し
、
環
境
産
業
の
育
成
振
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
、
環
境
負
荷
を
低
減
す
る

製
品
・
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
対
象
と
し
た
商
談
・
取
引
と

情
報
発
信
・
交
流
の
場
と
し
て

定
着
し
て
き
ま
し
た
。

　
わ
が
国
の
産
業
は
、
３
月
の

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
生
産

・
流
通
・
消
費
・
サ
ー
ビ
ス
な

ど
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
深
刻
な

影
響
を
受
け
、
さ
ら
に
、
米
欧

の
景
気
後
退
や
急
激
な
円
高
な

ど
に
よ
る
影
響
も
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
環
境

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
産
業

は
、
日
本
の
経
済
復
興
と
国
際

競
争
力
復
活
の
け
ん
引
役
と
な

る
も
の
と
し
て
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
規
事
業
創
出
や
技
術
の
高
度

化
・
細
分
化
に
よ
り
、
環
境
関

連
産
業
の
す
そ
野
は
拡
大
し
て

お
り
、
大
企
業
の
み
な
ら
ず
中

小
企
業
に
と
っ
て
も
大
き
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
う
し
た
環
境
産
業
に
取
り

組
む
意
欲
的
な
企
業
か
ら
の
出

展
に
よ
り
、
今
年
の
出
展
社
数

は
３
０
８
社

企
業
・
団

体

、
小
間
数
で
は
過
去
最
高

の
５
０
５
小
間
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
今
回
は
震
災
復

興
支
援
企
画
と
し
て
、
主
催
社

コ
ー
ナ
ー
に
福
島
県
の
企
業
４

社
が
出
展
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
時
開
催
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
最
新
動

向
―
中
小
企
業
の
可
能
性
と
活

路
」
「
持
続
可
能
な
社
会
を
支

え
る
、
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
私
た
ち
の
選
択
」
を
は
じ

め

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
地
元
協
賛
事

業
と
し
て
は
、
近
隣
の
工
場
を

見
学
す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
ト
リ
ッ

プ
」
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ご
来
場
の
皆
さ
ま
に
は
、
出

展
さ
れ
る
企
業
・
団
体
か
ら
、

取
引
や
商
談
の
み
で
な
く
最
新

の
環
境
情
報
や
事
業
展
開
の
ヒ

ン
ト
な
ど
を
得
て
い
た
だ
き
、

当
メ
ッ
セ
か
ら
数
多
く
の
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
実
り
あ
る
成

果
が
生
ま
れ
ま
す
こ
と
を
切
に

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

滋
賀
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
実
行
委
員
会
名
誉
会
長
嘉
田
由
紀
子
滋
賀
県
知
事

暮
ら
し
や
社
会
変
え
る
時

　
滋
賀
県
は
、
日
本
の

ま
ん

な
か

に
位
置
し
、
交
通
の
要

衝
と
い
う
恵
ま
れ
た
地
理
的
条

件
を
活
か
し
、
全
国
で
も
有
数

の
「
モ
ノ
づ
く
り
県
」
と
し
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
約
四
百
万
年
の
歴

史
を
持
つ
世
界
有
数
の
古
代
湖

・
琵
琶
湖
を
中
心
に
、
人
と
自

然
が
共
生
し
な
が
ら
、
固
有
の

歴
史
・
文
化
、
風
土
を
脈
々
と

育
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

は
ぐ
く

　
し
か
し
、
今
、
地
球
温
暖
化

や
資
源
の
枯
渇
、
生
物
多
様
性

の
喪
失
と
い
っ
た
地
球
規
模
で

の
環
境
問
題
が
深
刻
化
し
て
お

り
、
こ
の
豊
か
さ
を
子
や
孫
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
、

人
と
自
然
と
の
関
係
を
見
つ
め

直
し
、
未
来
を
可
能
に
す
る
社

会
、
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
転

換
が
不
可
欠
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
県
で
は
、
今

年
３
月
に
制
定
し
た
「
滋
賀
県

低
炭
素
社
会
づ
く
り
の
推
進
に

関
す
る
条
例
」
の
下
で
、
化
石

燃
料
に
依
存
し
な
い
産
業
構

造
、
社
会
構
造
の
構
築
に
向
け

た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震

災
、
ま
た
原
発
事
故
に
よ
る
電

力
問
題
な
ど
も
踏
ま
え
、
今
こ

そ
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自

ら
考
え
、
行
動
し
、
暮
ら
し
や

社
会
を
変
え
て
い
く
べ
き
時
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時

に
、
「
環
境
と
経
済
の
両
立
」

を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
今
年
で

回
目
と
な
る
「
び
わ
湖
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
２
０
１
１
」

が
、
国
内
最
大
級
の
環
境
産
業

総
合
見
本
市
と
し
て
、
環
境
問

題
に
取
り
組
む
企
業
の
皆
さ
ま

の
熱
意
に
支
え
ら
れ
、
会
場
の

収
容
上
限
に
達
す
る
過
去
最
大

規
模
の
出
展
に
よ
り
盛
大
に
開

催
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
意
義
深

い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
関
係
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
メ
ッ
セ

が
地
球
環
境
問
題
の
解
決
に
つ

な
が
る
新
し
い
産
業
の
振
興
に

大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

２０１１ 環
境
、
未
来
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
。

同
展
は
今
回
で

回
目
を
迎
え

る

写
真
は
一
昨
年
の
会
場

長浜ドームできょう開幕

出展数過去最大に個性派企業の技集う

びわこ環境ビジネスメッセ

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 １０月１９日 水曜日 　　

　
き
ょ
う
か
ら

日
ま
で
の

３
日
間
、
「
び
わ
湖
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
」

主
催
・

滋
賀
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ

実
行
委
員
会

が
開
催
さ
れ

る
。
会
場
は
滋
賀
県
長
浜
市

の
滋
賀
県
立
長
浜
ド
ー
ム
。

回
目
を
迎
え
る
同
展
は
、

現
在
で
は
国
内
で
も
有
数
の

環
境
産
業
の
展
示
会
と
し

て
、
持
続
可
能
な
社
会
を
実

現
す
る
た
め
の
技
術
や
サ
ー

ビ
ス
な
ど
が
全
国
か
ら
集
ま

り
、
動
向
を
知
る
絶
好
の
機

会
と
な
っ
て
い
る
。
開
催
時

間
は

時
か
ら

時

最
終

日
は

時

。
入
場
は
無

料
。
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
も
多
数
開
催
さ
れ
る
。

　
日
本
最
大
の
み
ず
う
み
、

琵
琶
湖
を
そ
の
中
心
に
抱
く

滋
賀
県
は
、
環
境
負
荷
を
減

ら
し
自
然
と
の
共
生
に
向
け

た
取
り
組
み
に
熱
心
な
こ
と

で
も
知
ら
れ
る
。
こ
こ
で
産

学
官
が
協
力
し
て
開
催
す
る

び
わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ

セ
は
、
１
９
９
８
年
の
開
始

以
来
、
国
内
で
も
有
数
の
環

境
産
業
の
展
示
会
に
成
長
。

　
特
に
今
回
は
３
０
８
企
業

・
団
体
と
、
出
展
社
は
会
場

収
容
上
限
に
達
す
る
過
去
最

大
規
模
を
記
録
し
た
。

　
幅
広
い
分
野
か
ら
個
性
豊

か
な
顔
が
集
ま
っ
た
が
、
最

も
数
が
多
い
の
は
注
目
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
ゾ
ー
ン
。
太
陽
光
発
電
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
ほ
か
小
型
風

力
発
電
な
ど
が
展
示
さ
れ

る
。
そ
の
ほ
か
、
同
メ
ッ
セ

で
な
け
れ
ば
な
か
な
か
直
接

見
た
り
触
れ
た
り
で
き
な
い

ユ
ニ
ー
ク
な
展
示
も
多
い
。

先
端
技
術
を
知
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
の
環
境
産
業

を
考
え
る
の
に
う
っ
て
つ
け

の
機
会
と
い
え
そ
う
だ
。


